
　

今
年
４
月
か
ら
町
内
の
中
学
校
が
統
合
さ

れ
、
新
生
『
大
崎
中
学
校
』
と
し
て
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
に
伴
い
、
平
成
26
年
３
月
31
日

を
も
っ
て
閉
校
す
る
こ
と
と
な
っ
た
菱
田
中

学
校
（
西
哲
也
校
長
、
生
徒
数
40
名
）
の
閉

校
式
が
２
月
23
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
、
地

元
住
民
や
当
時
の
先
生
方
、
関
東
・
関
西
な

ど
か
ら
の
卒
業
生
、
約
3
5
0
名
が
駆
け
つ

け
ま
し
た
。

　

昭
和
24
年
４
月
に
菱
田
小
学
校
と
中
沖
小

学
校
の
卒
業
生
を
合
わ
せ
て
生
徒
数
2
9
1

名
で
開
校
以
来
、
4
5
3
4
名
の
卒
業
生

を
送
り
出
し
た
菱
田
中
学
校
。
昭
和
37
年

（
1
9
6
2
年
）
に
は
3
6
8
名
の
生
徒
が

在
籍
し
て
い
ま
し
た
が
、
少
子
化
の
影
響
で

現
在
の
生
徒
数
は
40
名
ま
で
減
少
し
、
３
月

末
を
も
っ
て
65
年
の
歴
史
に
幕
を
お
ろ
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
校
訓
で
あ
る
『
自
主
・
持
久
・

創
造
・
協
同
』
の
精
神
で
、
勉
学
は
も
と
よ

り
部
活
動
や
地
域
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
部
活
動
で
は
、
軟
式
テ

ニ
ス
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
剣
道
が
盛
ん
で
県

大
会
で
優
秀
な
成
績
を
残
し
ま
し
た
。
ま

た
、
地
域
活
動
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
で
は
、

地
元
の
菱
田
海
岸
で
の
清
掃
活
動
が
評
価
さ

れ
、
国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞
す
る
な
ど

文
武
両
道
の
『
菱
田
中
魂
』
は
４
月
に
誕
生

す
る
新
生
『
大
崎
中
学
校
』
へ
引
き
継
が
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

閉
校
式
で
は
、
P
T
A
を
代
表
し
て
川
越

孝
志
さ
ん
が
「
私
自
身
や
父
・
姉
な
ど
が
卒

業
し
、
今
私
の
子
ど
も
の
３
世
代
目
が
通
っ

て
い
る
中
学
校
が
な
く
な
る
こ
と
が
想
像
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
が
勉
強

や
部
活
動
を
通
じ
て
新
生
『
大
崎
中
学
校
』

で
活
発
に
な
る
こ
と
が
、
我
々
保
護
者
や
子

ど
も
た
ち
の
義
務
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

ま
す
。
」
と
話
さ
れ
、
最
後
の
校
長
と
な
っ

た
西
校
長
は
「
こ
の
地
で
先
輩
方
が
築
い
て

こ
ら
れ
た
伝
統
や
菱
中
魂
は
、
必
ず
や
新
生

『
大
崎
中
学
校
』
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
と

確
信
し
て
い
ま
す
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
生
徒
代
表
の
川
越
拓
人
く
ん
が
「
菱

田
中
学
校
が
間
も
な
く
閉
校
を
迎
え
、
４
月

か
ら
こ
の
校
舎
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
と
思
う
と
本
当
に
寂
し
い
で
す
。
多
く
の

先
生
方
、
地
域
の
方
々
や
先
輩
方
に
温
か
く

見
守
ら
れ
、
仲
間
と
過
ご
し
た
日
々
は
一
生

の
宝
物
で
す
。
『
菱
田
中
学
校
の
生
徒
』
で

あ
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
僕
た
ち
は
こ
れ
か
ら

も
生
活
し
て
い
き
ま
す
。
」
と
述
べ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
校
旗
が
生
徒
か
ら
校
長
そ

し
て
町
長
へ
と
返
納
さ
れ
、
最
後
に
全
員
で

校
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。
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町長へ学校旗返納
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